
　
幌
延
町
議
会
定
例
会
が
３
月

11
日
〜
17
日
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
議
案
１
号
〜
議
案
29
号
の

条
例
の
改
廃
や
制
定
、
平
成
26

年
度
予
算
ま
で
の
す
べ
て
の
審

議
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
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幌
延
町
議
会

定
例
会

第２回

３月11日　　
　～3月17日

（
抜
粋
）

《
総
務
費
》

　
　
　
　 

国
は
職
員
の
住
居
手

当
を
廃
止
の
方
針
だ
が
、
町
と

し
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　 

町
の
職
員
に
将

来
と
も
定
住
し
て
ほ
し
い
と
の

趣
旨
か
ら
過
去
に
２
千
５
百
円

か
ら
５
千
円
に
増
額
し
た
経
緯

が
あ
り
、
現
在
こ
れ
を
廃
止
、

又
は
減
額
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
　 

深
地
層
研
究
等
広
報

事
業
で
の
広
報
イ
ベ
ン
ト
開
催

費
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　「
ゆ
め
地
創

館
」
で
の
工
作
実
験
教
室
の
開

催
を
計
画
し
て
お
り
、
委
託
開

催
３
回
と
自
前
開
催
３
回
の
合

計
６
回
を
計
画
。
深
地
層
で
の

研
究
内
容
を
理
解
し
て
頂
く
た

め
に
も
、
広
く
町
内
外
に
広
報

案
内
を
し
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　 

今
年
度
の
景
観
整
備

事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　「
下
沼
母
と
子

の
家
」、「
寿
の
家
」
と
旧
校
舎

の
渡
り
廊
下
部
分
を
、
地
域
住

民
要
望
が
あ
り
解
体
す
る
。

　
　
　
　
　 

町
史
記
録
映
像
作

成
費
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
平
成
30
年

の
「
開
基
百
二
十
年
」
に
向
け

て
今
年
度
よ
り
５
ケ
年
で
町
の

風
景
、
行
事
等
を
記
録
映
像
と

し
て
撮
り
た
め
て
行
く
。

《
民
生
費
》

　
　
　
　 

臨
時
福
祉
給
付
金
支

援
事
業
と
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
支
給
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　 

今
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
際

し
、
影
響
の
大
き
い
低
所
得
者

や
高
齢
者
に
配
慮
す
る
た
め
に
、

消
費
税
率
８
％
期
間
の
１
年
６

ケ
月
分
の
食
料
費
を
支
援
す
る
。

対
象
は
町
民
非
課
税
者
と
そ
の

扶
養
者
で
、
１
人
当
た
り
１
万

円
が
給
付
さ
れ
る
。

　
加
え
て
高
齢
基
礎
年
金
等
の

受
給
者
に
は
１
人
当
た
り
５
千

円
が
加
算
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
は
臨
時
福
祉
給
付
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
以
外
の
児

童
１
人
当
た
り
１
万
円
が
給
付

さ
れ
る
。
対
象
は
児
童
手
当
受

給
児
童
の
中
学
校
終
了
ま
で
。

　
　
　
　 

子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
で
の
負
担
金
増
額

の
要
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　 

遠
別
・
天

塩
・
幌
延
が
３
町
で
合
同
設
置

平成26年度各会計予算

総額61億3,367万8千円総額61億3,367万8千円61億3,367万8千円総額
一般会計　50億4,400万円

～斉賀弘孝氏を予算審査特別委員長に選任し、平成26年３月12～13日の審査の結果、原案どおり可決しました～

審
議
内
容

審
議
内
容

し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
近

年
利
用
対
象
児
童
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
て
職
員
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
現
在
の
４
名
か
ら
７

名
体
制
と
し
た
。

《
農
林
水
産
費
》

　
　
　
　 

幌
延
町
地
図
情
報
更

新
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
現
在
使
用
し
て

い
る
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新
と
修
正
事
業
で
、
町
内
全
域

の
航
空
写
真
（
５
千
分
の
１
）

を
撮
影
。
現
在
の
地
形
や
地
上

物
の
変
化
に
対
応
し
て
行
く
。

３
ヶ
年
で
完
成
予
定
。

《
商
工
費
》

　
　
　
　 

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

の
単
純
な
草
刈
り
、
雑
草
処
理

な
ど
は
外
注
で
処
理
出
来
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
夏
場
の
雑
草

処
理
に
は
確
か
に
苦
労
し
て
い

る
。
施
設
内
の
環
境
整
備
も
大

切
な
の
で
、
出
来
る
範
囲
で
検

討
し
対
応
し
て
行
き
た
い
。

《
土
木
費
》

　
　
　
　 

町
道
新
設
改
良
工
事

計
画
の
進
捗
状
況
と
、「
ふ
れ
あ

い
の
館
」
解
体
跡
地
の
整
備
予

定
は
。

　
　
　
　
　
　
国
の
補
助
金
や

過
疎
債
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら

の
事
業
な
の
で
、
現
時
点
で
は

当
初
の
予
定
よ
り
３
年
程
度
遅

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　「
ふ
る
さ
と
の

森
森
林
公
園
」
改
修
事
業
で
解

体
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
館
」

の
跡
地
整
備
は
、
今
後
活
用
計

画
を
立
て
て
、
来
年
度
の
予
算

に
反
映
し
て
行
き
た
い
。

《
消
防
費
》

　
　
　
　 

防
災
関
係
で
の
救
援

備
品
購
入
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
消
耗
品
費
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
購
入
予

定
。
そ
の
他
、
問
寒
別
地
区
に
発

電
機
・
非
常
食
・
毛
布
・
保
存

用
飲
料
水
な
ど
を
備
え
た
い
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
備
蓄
計
画

を
作
成
中
。

《
総
括
》

　
　
　
　 

近
年
に
な
り
、
か
な

り
大
き
な
余
剰
資
金
を
備
荒
資

金
組
合
な
ど
に
積
立
運
用
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
段
々
と
進
む
高
齢
化

に
対
応
す
る
、
福
祉
政
策
の
強

化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　 

私
も
就
任
以
来
、
状

況
に
応
じ
て
こ
ざ
く
ら
荘
の
増

築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
来
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
福
祉
事
業

を
充
実
さ
せ
る
事
に
よ
る
、
介

護
保
険
料
の
上
昇
が
問
題
。

　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
な
ど
の
増
員
が

必
要
で
あ
れ
ば
強
化
し
て
行
く
。

　
　
　
　
　 

独
居
老
人
見
守
り

対
策
や
高
齢
者
健
康
診
断
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
告
知
端
末
機
の
活

用
を
考
え
て
は
。

　
　
　
　 

方
法
論
と
し
て
は
色
々

考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
診
療

所
の
体
制
な
ど
現
状
を
考
え
る

と
難
し
い
と
思
う
。
し
か
し
今
後
、

幅
広
く
検
討
し
て
い
く
事
も
必

要
と
思
う
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計

　
　
　
　 

平
成
26
年
度
の
不
採

算
病
院
補
助
金
予
定
額
は
。

　
　
　
　
　
　 

地
方
交
付
税
で

算
入
さ
れ
る
金
額
は
２
千
３
百

99
万
７
千
円
の
予
定
。

《
総
括
》

　
　
　
　 

現
在
、
看
護
師
を
始

め
と
す
る
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
は

規
定
に
達
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　 

診
療
所
に
な
り
、

看
護
師
の
配
置
基
準
は
無
い
が
、

今
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

清
掃
員
、
管
理
栄
養
士
、
厨
房

員
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　 

今
後
、
訪
問
看
護
事

業
な
ど
を
検
討
出
来
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　 

今
は
医
師
１
名
体

制
で
問
寒
別
診
療
所
、
北
星
園
、

こ
ざ
く
ら
荘
と
週
に
３
か
所
の

往
診
を
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上

と
な
る
と
か
な
り
難
し
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

《
総
括
》

　
　
　
　 

北
海
道
の
中
で
も
高

い
と
言
わ
れ
る
保
険
料
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
ど
う
思

う
か
。

　
　
　
　 

こ
ざ
く
ら
荘
の
定
員

を
も
う
10
名
程
度
増
や
し
た
い

と
思
う
が
、
保
険
料
に
跳
ね
返

る
の
で
、
苦
慮
し
て
い
る
。
町

民
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
基

本
的
に
は
「
福
祉
会
」
の
考
え

方
を
尊
重
し
、
検
討
し
て
行
き

た
い
。

　
　
　
　 

介
護
施
設
入
居
規
定

改
正
で
は
介
護
度
３
以
上
の
者

が
対
象
と
な
り
、
認
定
度
数
の

低
い
人
達
が
取
り
残
さ
れ
る
心

配
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　 

地
方
の
施
設
に

関
し
て
は
地
域
事
情
も
考
慮
し

て
、
多
少
な
り
と
も
規
定
緩
和

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
当
然
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
現
状
以
上
の
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
な
る
と
、
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
が
こ
の
地
域
で
は
難

し
い
の
が
実
情
。

　
し
か
し
、
今
後
こ
れ
ら
の
事

を
踏
ま
え
て
検
討
、
拡
大
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　 

介
護
福
祉
の
先
進
地

へ
職
員
を
視
察
研
修
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

　
　
　
　 

必
要
に
応
じ
て
介
護

施
設
等
に
職
員
を
派
遣
し
、
視

察
研
修
を
出
来
れ
ば
さ
せ
た
い

と
思
う
。

特
別
会
計

特
別
会
計
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